
  



  口語訳 旧約聖書


  



  ヨエル書


  



  日本聖書協会　一九五五年版


  



  目次


  



  
    第一章

    第二章

    第三章
  


  
    第一章


    
      1ペトエルの子こヨエルに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。

      
        2老人ろうじんたちよ、これを聞きけ。

        すべてこの地ちに住すむ者ものよ、

        耳みみを傾かたむけよ。

        あなたがたの世よ、またはあなたがたの先祖せんぞの世よに

        このような事ことがあったか。

        3これをあなたがたの子こたちに語かたり、

        子こたちはまたその子こたちに語かたり、

        その子こたちはまたこれを後のちの代よに語かたり伝つたえよ。

      


      
        4かみ食くらういなごの残のこしたものは、

        群むらがるいなごがこれを食くい、

        群むらがるいなごの残のこしたものは、

        とびいなごがこれを食くい、

        とびいなごの残のこしたものは、滅ほろぼすいなごがこれを食くった。

        5酔よえる者ものよ、目めをさまして泣なけ。

        すべて酒さけを飲のむ者ものよ、

        うまい酒さけのゆえに泣なき叫さけべ。

        うまい酒さけはあなたがたの口くちから断たたれるからだ。

      


      
        6一つの国民くにたみがわたしの国くにに攻せめのぼってきた。

        その勢いきおいは強つよく、その数かずは計はかられず、

        その歯ははししの歯はのようで、

        雌めじしのきばをもっている。

        7彼かれらはわがぶどうの木きを荒あらし、

        わがいちじくの木きを折おり、

        その皮かわをはだかにして捨すてた。

        その枝えだは白しろくなった。

      


      
        8あなたがたは若わかい時ときの夫おっとのために

        荒布あらぬのを腰こしにまとったおとめのように泣なき悲かなしめ。

        9素祭そさいと灌祭かんさいとは主しゅの家いえに絶たえ、

        主しゅに仕つかえる祭司さいしたちは嘆なげき悲かなしむ。

        10畑はたけは荒あれ、地ちは悲かなしむ。

        これは穀物こくもつが荒あれはて、

        新あたらしい酒さけは尽つき、油あぶらも絶たえるためである。

        11小麦こむぎおよび大麦おおむぎのために、

        農夫のうふたちよ、恥はじよ、

        ぶどう作づくりたちよ、泣なけ。

        畑はたけの収穫しゅうかくがうせ去さったからである。

        12ぶどうの木きは枯かれ、いちじくの木きはしおれ、

        ざくろ、やし、りんご、野ののすべての木きはしぼんだ。

        それゆえ楽たのしみは人ひとの子こらからかれうせた。

      


      
        13祭司さいしたちよ、荒布あらぬのを腰こしにまとい、泣なき悲かなしめ。

        祭壇さいだんに仕つかえる者ものたちよ、泣なけ。

        神かみに仕つかえる者ものたちよ、

        来きて、荒布あらぬのをまとい、夜よるを過すごせ。

        素祭そさいも灌祭かんさいも

        あなたがたの神かみの家いえから退しりぞけられたからである。

      


      
        14あなたがたは断食だんじきを聖別せいべつし、

        聖せい会かいを召集しょうしゅうし、長老ちょうろうたちを集あつめ、

        国くにの民たみをことごとくあなたがたの神かみ、主しゅの家いえに集あつめ、

        主しゅに向むかって叫さけべ。

      


      
        15ああ、その日ひはわざわいだ。

        主しゅの日ひは近ちかく、

        全能者ぜんのうしゃからの滅ほろびのように来くるからである。

        16われわれの目めの前まえに食物しょくもつは絶たえ、

        われわれの神かみの家いえから

        喜よろこびと楽たのしみが絶たえたではないか。

      


      
        17種たねは土つちの下したに朽くち、倉くらは荒あれ、

        穀物こくもつがつきたので、穀倉こくぐらはこわされる。

        18いかに家畜かちくはうめき鳴なくか。

        牛うしの群むれはさまよう。

        彼かれらには牧草ぼくそうがないからだ。

        羊ひつじの群むれも滅ほろびうせる。

      


      
        19主しゅよ、わたしはあなたに向むかって呼よばわる。

        火ひが荒野あらのの牧草ぼくそうを焼やき滅ほろぼし、

        炎ほのおが野ののすべての木きを焼やき尽つくしたからである。

        20野のの獣けものもまたあなたに向むかって呼よばわる。

        水みずの流ながれがかれはて、

        火ひが荒野あらのの牧草ぼくそうを焼やき滅ほろぼしたからである

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1あなたがたはシオンでラッパを吹ふけ。

        わが聖せいなる山やまで警報けいほうを吹ふきならせ。

        国くにの民たみはみな、ふるいわななけ。

        主しゅの日ひが来くるからである。

        それは近ちかい。

        2これは暗くらく、薄暗うすぐらい日ひ、

        雲くもの群むらがるまっくらな日ひである。

        多おおくの強つよい民たみが

        暗くらやみのようにもろもろの山やまをおおう。

        このようなことは昔むかしからあったことがなく、

        後のちの代々よよの年としにも再ふたたび起おこることがないであろう。

      


      
        3火ひは彼かれらの前まえを焼やき、炎ほのおは彼かれらの後うしろに燃もえる。

        彼かれらのこない前まえには、

        地ちはエデンの園そののようであるが、

        その去さった後のちは荒あれ果はてた野ののようになる。

        これをのがれうるものは一つもない。

      


      
        4そのかたちは馬うまのかたちのようであり、

        その走はしることは軍馬ぐんばのようである。

        5山やまの頂いただきでとびおどる音おとは、

        戦車せんしゃのとどろくようである。

        また刈かり株かぶを焼やく火ひの炎ほのおの音おとのようであり、

        戦たたかいの備そなえをした強つよい軍隊ぐんたいのようである。

        6その前まえにもろもろの民たみはなやみ、

        すべての顔かおは色いろを失うしなう。

        7彼かれらは勇士ゆうしのように走はしり、

        兵士へいしのように城壁じょうへきによじ登のぼる。

        彼かれらはおのおの自分じぶんの道みちを進すすんで行いって、

        その道みちを踏ふみはずさない。

        8彼かれらは互たがいにおしあわず、おのおのその道みちを進すすみ行いく。

        彼かれらは武器ぶきの中なかにとびこんでも、身みをそこなわない。

        9彼かれらは町まちにとび入はいり、城壁じょうへきの上うえを走はしり、

        家々いえいえによじ登のぼり、盗ぬすびとのように窓まどからはいる。

      


      
        10地ちは彼かれらの前まえにおののき、天てんはふるい、

        日ひも月つきも暗くらくなり、星ほしはその光ひかりを失うしなう。

        11主しゅはその軍勢ぐんぜいの前まえで声こえをあげられる。

        その軍隊ぐんたいは非常ひじょうに多おおいからである。

        そのみ言葉ことばをなし遂とげる者ものは強つよい。

        主しゅの日ひは大おおいにして、はなはだ恐おそろしいゆえ、

        だれがこれに耐たえることができよう。

      


      
        12主しゅは言いわれる、

        「今いまからでも、あなたがたは心こころをつくし、

        断食だんじきと嘆なげきと、悲かなしみとをもってわたしに帰かえれ。

        13あなたがたは衣服いふくではなく、心こころを裂さけ」。

        あなたがたの神かみ、主しゅに帰かえれ。

        主しゅは恵めぐみあり、あわれみあり、

        怒いかることがおそく、いつくしみが豊ゆたかで、

        災わざわいを思おもいかえされるからである。

        14神かみがあるいは立たち返かえり、

        思おもいかえして祝福しゅくふくをその後のちに残のこし、

        素祭そさいと灌祭かんさいとを

        あなたがたの神かみ、主しゅにささげさせられる事ことはないと

        だれが知しるだろうか。

      


      
        15シオンでラッパを吹ふきならせ。

        断食だんじきを聖別せいべつし、聖せい会かいを召集しょうしゅうし、

        16民たみを集あつめ、会衆かいしゅうを聖別せいべつし、

        老人ろうじんたちを集あつめ、幼おさな子ご、乳ちのみ子ごを集あつめ、

        花婿はなむこをその家いえから呼よびだし、

        花嫁はなよめをそのへやから呼よびだせ。

        17主しゅに仕つかえる祭司さいしたちは、

        廊ろうと祭壇さいだんとの間あいだで泣ないて言いえ、

        「主しゅよ、あなたの民たみをゆるし、

        あなたの嗣し業ぎょうをもろもろの国民くにたみのうちに、

        そしりと笑わらい草ぐさにさせないでください。

        どうしてもろもろの国民くにたみに、

        『彼かれらの神かみはどこにいるのか』と

        言いわせてよいでしょうか」。

      


      
        18その時とき主しゅは自分じぶんの地ちのために、ねたみを起おこし、

        その民たみをあわれまれた。

        19主しゅは答こたえて、その民たみに言いわれた、

        「見みよ、わたしは穀物こくもつと新あたらしい酒さけと油あぶらとを

        あなたがたに送おくる。

        あなたがたはこれを食たべて飽あきるであろう。

        わたしは重かさねてあなたがたに

        もろもろの国民くにたみのうちでそしりを受うけさせない。

      


      
        20わたしは北きたから来くる者ものをあなたがたから遠とおざけ、

        これをかわいた荒あれ地ちに追おいやり、

        その前まえの者ものを東ひがしの海うみに、

        その後のちの者ものを西にしの海うみに追おいやる。

        その臭くさいにおいは起おこり、その悪あしきにおいは上のぼる。

        これは大おおいなる事ことをしたからである。

        21地ちよ恐おそれるな、喜よろこび楽たのしめ、

        主しゅは大おおいなる事ことを行おこなわれたからである。

        22野ののもろもろの獣けものよ、恐おそれるな。

        荒野あらのの牧草ぼくそうはもえいで、木きはその実みを結むすび、

        いちじくの木きとぶどうの木きとは豊ゆたかに実みのる。

      


      
        23シオンの子こらよ、

        あなたがたの神かみ、主しゅによって喜よろこび楽たのしめ。

        主しゅはあなたがたを義ぎとするために秋あきの雨あめを賜たまい、

        またあなたがたのために豊ゆたかに雨あめを降ふらせ、

        前まえのように、秋あきの雨あめと春はるの雨あめとを降ふらせられる。

      


      
        24打うち場ばは穀物こくもつで満みち、

        石いしがめは新あたらしい酒さけと油あぶらとであふれる。

        25わたしがあなたがたに送おくった大軍たいぐん、

        すなわち群むらがるいなご、とびいなご、

        滅ほろぼすいなご、かみ食くらういなごの食くった年としをわたしはあなたがたに償つぐなう。

      


      
        26あなたがたは、じゅうぶん食たべて飽あき、

        あなたがたに不思議ふしぎなわざをなされた

        あなたがたの神かみ、主しゅのみ名なをほめたたえる。

        わが民たみは永遠えいえんにはずかしめられることがない。 27あなたがたはイスラエルのうちに

        わたしのいることを知しり、

        主しゅなるわたしがあなたがたの神かみであって、

        ほかにないことを知しる。

        わが民たみは永遠えいえんにはずかしめられることがない。

      


      
        28その後のちわたしはわが霊れいを

        すべての肉にくなる者ものに注そそぐ。

        あなたがたのむすこ、娘むすめは預言よげんをし、

        あなたがたの老人ろうじんたちは夢ゆめを見み、

        あなたがたの若者わかものたちは幻まぼろしを見みる。

        29その日ひわたしはまた

        わが霊れいをしもべ、はしために注そそぐ。

      
30わたしはまた、天てんと地ちとにしるしを示しめす。すなわち血ちと、火ひと、煙けむりの柱はしらとがあるであろう。 31主しゅの大おおいなる恐おそるべき日ひが来くる前まえに、日ひは暗くらく、月つきは血ちに変かわる。 32すべて主しゅの名なを呼よぶ者ものは救すくわれる。それは主しゅが言いわれたように、シオンの山やまとエルサレムとに、のがれる者ものがあるからである。その残のこった者もののうちに、主しゅのお召めしになる者ものがある。
    

  


  


  
    第三章


    
      1見みよ、わたしがユダとエルサレムとの幸福こうふくをもとに返かえすその日ひ、その時とき、 2わたしは万国ばんこくの民たみを集あつめて、これをヨシャパテの谷たにに携たずさえくだり、その所ところでわが民たみ、わが嗣し業ぎょうであるイスラエルのために彼かれらをさばく。彼かれらがわが民たみを諸しょ国民こくみんのうちに散ちらして、わたしの地ちを分わかち取とったからである。 3彼かれらはわが民たみをくじ引びきにし、遊女ゆうじょのために少年しょうねんをわたし、酒さけのために少女しょうじょを売うって飲のんだ。
    


    
      4ツロとシドンよ、ペリシテのすべての地方ちほうよ、おまえたちは、わたしとなんのかかわりがあるか。おまえたちはわたしに報復ほうふくをしようとするのか。もしおまえたちがわたしに報復ほうふくしようとするなら、わたしは時ときをうつさず、すみやかに、おまえたちのおこないの報復ほうふくをおまえたちの頭上ずじょうにこさせる。 5これはおまえたちがわたしの銀ぎんと金きんとをとり、わたしの貴重きちょうな宝たからをおまえたちの宮みやに携たずさえ行ゆき、 6またユダの人々ひとびととエルサレムの人々ひとびととをギリシヤびとに売うって、その本国ほんごくから遠とおく離はなれさせたからである。 7見みよ、わたしはおまえたちが売うったその所ところから彼かれらを起おこして、おまえたちのおこないの報復ほうふくをおまえたちの頭上ずじょうにこさせる。 8わたしはおまえたちのむすこ娘むすめたちをユダの人々ひとびとの手てに売うる。彼かれらはこれを遠とおい国くにびとであるシバびとに売うると、主しゅは言いわれる」。

      
        9もろもろの国民くにたみの中なかに宣のべ伝つたえよ。

        戦たたかいの備そなえをなし、

        勇士ゆうしをふるい立たたせ、

        兵士へいしをことごとく近ちかづかせ、のぼらせよ。

        10あなたがたのすきを、つるぎに、

        あなたがたのかまを、やりに打うちかえよ。

        弱よわい者ものに「わたしは勇士ゆうしである」と言いわせよ。

      


      
        11周囲しゅういのすべての国民くにたみよ、

        急いそぎ来きて、集あつまれ。

        主しゅよ、あなたの勇士ゆうしをかしこにお下くだしください。

        12もろもろの国民くにたみをふるい立たたせ、

        ヨシャパテの谷たににのぼらせよ。

        わたしはそこに座ざして、

        周囲しゅういのすべての国民くにたみをさばく。

      


      
        13かまを入いれよ、作物さくもつは熟じゅくした。

        来きて踏ふめ、

        酒さかぶねは満みち、石いしがめはあふれている。

        彼かれらの悪あくが大おおきいからだ。

      


      
        14群衆ぐんしゅうまた群衆ぐんしゅうは、さばきの谷たににおる。

        主しゅの日ひがさばきの谷たにに近ちかいからである。

        15日ひも月つきも暗くらくなり、星ほしもその光ひかりを失うしなう。

      


      
        16主しゅはシオンから大声おおごえで叫さけび、

        エルサレムから声こえを出だされる。

        天てんも地ちもふるい動うごく。

        しかし主しゅはその民たみの避さけ所どころ、

        イスラエルの人々ひとびとのとりでである。

      


      
        17「そこであなたがたは知しるであろう、

        わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであって、

        わが聖せいなる山やまシオンに住すむことを。

        エルサレムは聖所せいじょとなり、

        他国たこく人じんは重かさねてその中なかを通とおることがない。

      


      
        18その日ひもろもろの山やまにうまい酒さけがしたたり、

        もろもろの丘おかは乳ちちを流ながし、

        ユダのすべての川かわは水みずを流ながす。

        泉いずみは主しゅの家いえから出でて、

        シッテムの谷たにを潤うるおす。

      


      
        19エジプトは荒あれ地ちとなり、エドムは荒野あらのとなる。

        彼かれらはその国くにでユダの人々ひとびとをしえたげ、

        罪つみなき者ものの血ちを流ながしたからである。

        20しかしユダは永遠えいえんに人ひとの住すむ所ところとなり、

        エルサレムは世々よよに保たもつ。

        21わたしは彼かれらに血ちの報復ほうふくをなし、

        とがある者ものをゆるさない。

        主しゅはシオンに住すまわれる」。
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